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【単位修得までの主な行事予定】

学年 時期 行事 備考

年次

月下旬 課程費納入 新規受講者のみ対象

月下旬 前期成績通知書配付により「博物館概論」合否通知

月下旬 「博物館実習Ⅲ」地方博物館実地見学に関する説明会 参加申込書提出

月上旬 「博物館実習Ⅲ」受講資格者および参加コース発表

月中旬 「博物館実習Ⅲ」地方博物館実地見学①

このうち 回の参加
を必修とする。

月下旬 「博物館実習Ⅲ」地方博物館実地見学②

月上旬 「博物館実習Ⅲ」地方博物館実地見学③

年次
月上旬 「博物館実習Ⅲ」地方博物館実地見学④

月下旬 「博物館実習Ⅲ」地方博物館実地見学⑤

年次
月下旬 実習費（「博物館実習Ⅳ」受講者）納入

月下旬 「学芸員となるための単位修得証明書」交付（卒業時）

【博物館学課程開講講座表】

法令上の科目 大学における開講科目 開講学年
履修方法

科目名 単位数 科目名 開講 単位

生涯学習概論 生涯学習概論 半期 ○

単位
必修

博物館概論 博物館概論 半期 ○

博物館経営論 博物館経営論 半期 ○

博物館資料論 博物館資料論 半期 ○

博物館資料保存論 博物館資料保存論 半期 ○

博物館展示論 博物館展示論 半期 ○

博物館教育論 博物館教育論 半期 ○

博物館情報・メディア論 博物館情報・メディア論 半期 ○

博物館実習

博物館実習Ⅰ 半期 ○

博物館実習Ⅱ 半期 ○

博物館実習Ⅲ 実地見学 ○

博物館実習Ⅳ 通年 ○

計 計

○で示す開講学年で履修することが望ましいが、その学年以降であれば履修することができる。 
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Ⅱ．図書館司書課程

図書館法は、公共図書館の専門的職務にあたる職員を司書および司書補と定めています。

本課程では、公共図書館で働くための専門者の育成とともに、国立国会図書館、大学図書館、専門図書館などで

の「司書（図書館職員）」という職種にも活かせる資質を養成します。最近では、大型書店・書籍流通業・情報産業

ならびに一般企業でも司書資格を求める傾向がみられます。本課程は、図書館資料及び学術情報の選択収集・整理・

保存・利用に関する専門の知識と技術の習得が中心となりますが、情報社会におけるスペシャリストとしての資質

の養成も視野に入れています。

なお、本学で所定の単位を修得した場合、「図書館司書となるための単位修得証明書」を卒業時に交付します。

【履修上の注意】

本課程は 年次生から卒業年度まで 年間にわたって履修するように構成されています。科目の中には図書

館資料の整理技術や図書館業務の実際に関して演習を伴うものがあり、 学年について 人以上の受講は

困難です。したがって、 月下旬に本課程履修希望者について受講者選抜試験を行います。

本課程は、最低 ヵ年以上継続して受講する必要があります。したがって、 年次生の新規受講は認めませ

ん。

【図書館司書課程開講講座表】

法令上の科目 大学における開講科目
開講
学年

履修条件科目 履修方法
科目名

単位
数

科目名 開講 単位

必
修
科
目
（
２
２
単
位
）

生涯学習概論 生涯学習概論 半期

単位
必修

図書館概論 図書館概論 半期

図書館制度・経営論 図書館制度･経営論 半期

図書館情報技術論 図書館情報技術論 半期

図書館サービス概論 図書館サービス概論 半期

情報サービス論 情報サービス論 半期

児童サービス論 児童サービス論 半期

情報サービス演習
情報サービス演習Ⅰ 半期

情報サービス演習Ⅱ 半期

図書館情報資源概論 図書館情報資源概論 半期

情報資源組織論
情報資源組織論Ⅰ 半期

情報資源組織論Ⅱ 半期

情報資源組織演習
情報資源組織演習Ⅰ 半期 情報資源組織論Ⅰ

情報資源組織演習Ⅱ 半期 情報資源組織論Ⅱ

（
２
単
位
以
上
）

選
択
科
目

図書館情報資源特論 図書館情報資源特論 半期

単位
選択必修

図書・図書館史 図書･図書館史 半期

図書館施設論 図書館施設論 半期

図書館総合演習 図書館総合演習 半期 情報資源組織演習Ⅰ・Ⅱ

計 計
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